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40歳 ・50歳 。60歳 ・70歳という年齢は、

歯にとつても大切な節目ですとこの機会

に歯周疾患検診を受けて、毎の鶴療状
態をチェックしておかれることをお勧
めします。   「   |‐ ‐
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〓 い つまでも健康な歯でおいしく食べられることは、人生の楽しみの

〓 ひとつですo高 齢化社会を迎え、生涯自分の歯で噛めるようにするた

〓 めに、歯周疾患 (歯周病)や むし歯にならないようにしましょう。
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こんなことがあったら要注意。

①歯みがきをすると歯ぐきから血が出る。

①□臭が気になる。

○歯と歯の間に食べ物がよくはさまる。
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歯を支えている組織が破壊され、歯ぐきに炎症が起こり、最終的に歯が抜ける病気です。歯

周病はむし歯と違い、癌みど塗重革翻 つか分1土ユ至     亜 _。特に40歳頃から進行

が早まります。
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百 ○食事がしにくくなる。

〓 ○噛む力がなくなり、握力低下や背骨の湾曲につながりやすい。

〓 ○言葉がしやべりにくくなる。

〓 ○瞳む力の低下は、アルツハイマー病発症の危険因子とされている。

〓 ○筋肉の緊張がなくなり表情がくずれる。 (しわが出る)

〓 ○二次的に心疾患、腎炎、皮膚炎等を起こすことがある。
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40歳 ・50歳という年齢は、歯の健康にとつても大切な節目です。

この機会に歯周疾患検診を受けて、歯の健康状態をチェックしておかれることをお勧めします。
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